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〈報告〉
南開大学訪問記
専修大学法学部教授　小野寺　忍
１　南開大学訪問の企画
　専修大学法学部と中華人民共和国（以下，中国と記す。）天津市にある南開大学法
学院との学術交流協定が，2013年７月１日，締結された。本稿は，この協定締結に
至る経過を含めて南開大学訪問記として取りまとめるようにとの依頼に基づいたも
のである。
　本学の国際交流は，学術交流を中心として，世界17か国，のべ26大学と行われて
いる。この数字は必ずしも大きいものではないが，重要なことは学術交流の実態が
伴っているか否かにあるので，これまで報告されているものの中には，定期的な教
員の海外研究や学生派遣など他大学に比べて積極的に行われている面があることは
極めて望ましいことといえる。ただ，私の所属する法学部に焦点を当てると，必ず
しも積極的に国際的な学術交流を展開しているとは言い難く，個人的ではあったが，
もう少し踏み込んだ学部独自の国際交流を目指すべきではないかと思いめぐらして
いたことがある。
　専修大学に入職して３年目に入ったころ，何かの会合の折に，南開大学のことを
話したことがある。その時はビールのあと押しもあり，専修大学の先生方さえその
気になれば先方は積極的に話に乗ってくると思うとか，「百聞は一見にしかず」と
いうこともあるので南開大学を訪問してみては，などと提案したことを思い出す。
　この話にそれとなく興味を持ち続けていたのは，坂本武憲法学部長（当時，以下
同じ）で，2012年の５月頃には，南開大学を訪問してみようという決意が固まり，
言い出しっぺである私に南開大学訪問についての具体的な計画を立案するようにと
なったのである。
　この計画が実行に移されたのは，2012年９月11日（火）〜 15日（土）までの５日間で，
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このときはまだ公式訪問ではないため，研究視察と表敬訪問を兼ねた形での訪中と
なった。私自身にとってはおよそ８年ぶりの訪中であり，南開大学再訪となったの
である。
　北京国際空港に近づいた時から空の色は黒ずんでいた（その後になって，PM2.5と
報道されて以来環境汚染の代名詞となっている）。実際に空港に降り立ったときは午後
２時というのに夕方のような佇まいであった。2004年当時とは風景がかなり変わっ
ていたが相変わらず人間の数は多い。
　通訳なしでの訪中は，私にとっては初めてのことだったので，空港の出迎えが連
絡しておいた通りに来てくれているかどうかが最大の心配事であったが，それはや
がて杞憂に終わった。出迎えてくれたのは，南開大学専任講師の温 笑侗さん。
　さっそく小さな事件が起こった。空港からのすさまじいほどの雑踏を通り抜けて，
大学が用意した車の待つ駐車場にたどり着き，荷物をトランクに押し込んでもらい，
さぁー車に乗り込もうという段になってドアが開かない，すべてのドアが開かない
事態になったのである。
　何が幸いするかわからない，幸いといっても許さ
れるだろう。急遽，天津まで新幹線に乗ることにな
ったのである。もちろん私自身も初めてであり，温
さんも初めてとのことであった。一等車の先頭車両
で，中国茶のサービスを受けながら約30分の高速運
転（時速320km）を体験した。こうして，天津市に
到着し，南開大学表敬訪問となったのである。
　翌日は，さっそく，私との連絡役を務めてくれた
張玲教授に通訳も兼ねていただき，左 海聡法学院
院長，傅 士成法学院副院長，侯 欣一法学院副院長
と学術交流推進の可能性について打診するところ
から協議がはじめられた。そこでは，専修大学全体の説明と法学部の状況，国際交
流に対する姿勢と意欲について，持参した資料を基に学術交流の具体化について説
明し，質疑応答がなされた。
　坂本法学部長は，南開大学法学院の実情を把握できたことから，学術交流を積極
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的に推進したい旨を表明して，表敬訪問の結果を持ち帰ることとなった。
　帰国後は，法学部独自の国際学術交流に関する小委員会が形成されてスタッフミ
ーティングを重ねながら，その後の教授会において承認された学術交流協定協議書
を持って再訪問をし，締結されたのがこの度の専修大学法学部と中国・南開大学法
学院との学術交流協定だったのである。
２　南開大学のこと
　ここで，南開大学の概要を紹介しておきたい。
　南開大学は，日本人にとってはなじみの深い周恩
来総理の母校として知られている。1919年に天津市
に設立された。中国国内では，北京大学，清華大
学（北京市），復旦大学（上海市）とともに歴史的四
大学と称されたことがあり，現在でも中国重点総合
大学20校のうちでつねに上位校に入る著名大学であ
る。
　南開大学の全体の規模は，校地面積456.1万ｍ2，
校舎等建築面積124.2万ｍ2，図書館蔵書数382.2万冊
で，22学部および大学院に24,300余名を擁する総合
大学である。日本と異なる点としては，南開大学が
経営する専門学校や系列大学を所有していることで，それぞれが天津市内にある南
開大学とは別の地に設置されており，天津市ではいずれも分野ごとに優良校と評さ
れている。
　法学院（現在は法学院と称するが，かつて2000年ごろまでは法学部と称していた），
はというと，法学科一学科で200名定員（総数800名）で運営されている。入学試験
は非常に競争率が高いといわれており，入学した学生はいずれも能力が高いと評さ
れている。これは，入学試験の仕組みと人口の多さが要因といわれる。天津市の人
口はおよそ850万人で，入学試験は全国統一試験（日本のセンター入試と類似）であ
り，ほかに省（22省）および自治区（５区）からの選抜入学があることから，実際
の入試定員が150名程度になるからという。私が初めて南開大学を訪れたのは1991
周恩来像をバックに
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年であったが，その当時は100名の定員ということ
だったので，実際の入試定員は50名程度であり，今
以上に過酷な入学試験となっていたことになる。
　法学院の現在は，左 海聡院長，傅 士成副院長，
侯 欣一副院長，陳 耀東副院長（立命館大学大学院出
身）以下，56名（教授22名，副教授22名，専任講師16名）
の教員で構成されている。このうち，日本語で会話
できる教員が10名位はいて，そのうち，３名の教員
は流暢な（学術的に多方面にわたる分野に対応できる）
日本語を駆使できる。今回，通訳をしていただいた
のはその３名で，楊 広平副教授（一橋大学大学院出
身），劉 濤専任講師（京都大学大学院出身），そして温 笑侗専任講師（東京大学大学
院出身）である。そのほかにも滞在中，いろいろな形でお世話いただき，その都度
日本語で接していただいた。張 玲教授，鄭 澤善教授（中京大学大学院出身），張 麗
霞副教授，金 岩副教授のみなさんである。
３　天津の風景
　ここで天津市も紹介しておきたい。天津市の人口は，前述したようにおよそ850
万人（実際には1000万人を超えるという）の港湾都市である。天津市は「天津甘栗」
の産地のように思われているが，実は栗の輸出港であることから，日本では「天津
甘栗」として売られるようになって，知れわたった都市である。
　今回は南開大学との交流協定締結のための短期日程のため，観光のための時間を
ゆっくりと取ることはできなかったのであるが，それでも日程の合間をぬって市内
を案内していただいた。車中から天津タワ （ー415ｍ）を見て，古文化街をのぞき
歩いた。古文化街は，文房具や骨董品そして泥人形などの土産物店が古い街並みに
集まっている天津の観光名所のひとつである。ここでも相変わらず人は多い。
　午後からの会議を前に，市中を散策したあとの昼食時は，いわゆる豪華料理など
のない，しかし中国国内でも有名とされる「狗不里」でご馳走になった。
　また，翌日には，周恩来夫妻の記念館である「周恩来鄧頴超紀念館」に案内され，
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とくに周恩来と南開大学の関係のほか，日本との関
係についてまで詳しく知ることができた。
　天津での最後の夜は，最近になって完成した遊覧
船周遊となった。天津港に注ぎ出る河口を堰き止め
てできた河湖を上り下りして，河の両岸に復元され
たイタリア街，イギリス街，フランス街の夜景を遊
覧するというものである。それぞれがみな高層建築
で色さまざまな建物がライトアップされていて，中
国の建築技術の粋を見せつけられたような気のする
時間であった。かつては，古いものを案内するのが
常であったが，今となっては隔世の感がある。
　南開大学法学院との交流を機会に天津を訪れるのもわるくない。
４　南開大学とのこれから
　今回も短期日程（2013年６月29日〜７月３日）となったが，南開大学を訪れたのは
坂本法学部長，小川浩三教授，鈴木秀光教授，南出誠教務部次長，そして私の５名
である。
　今回の訪中も通訳なしの出発であったが，前年の経験が役立ち無事に，出迎えて
くれた劉 濤さん（南開大学専任講師）と会うことができた。相変わらずの人出の中
を今回はマイクロバスまで進み，途中の渋滞がある
ということで，急ぎ南開大学に向けて突っ走った。
ほんとうに突っ走ったという感が強かった。直線距
離にして150km 足らずということではあるが，渋
滞を避けて多少遠回りをしながらの走行になったこ
とと，それでも渋滞を避けきれなかったこともあっ
て，かなりの時間を要し，大学に到着した時は夕食
時はとうに過ぎていた。それでも，到着を待ってい
てくれた先生方の歓迎を受け，用意された歓迎の夕
食をいただきながらこれからの予定を含めて談笑し，
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忙しい日程がスタートしたのである。
　私たちは，このたびの交流協定締結の調印に向けて，ほぼ一年間をかけて議論さ
れ国際的な学術研究のテーマとして練りあげた「法の循環」についての共同研究推
進を提案するため，各自のテーマを簡単に紹介する準備をして出かけた。このこと
は，南開大学にあらかじめ打診してあったので，夏季休暇中にもかかわらず全面的
な協力をいただき，教員，大学院生，学生の前で講義する機会を与えられた。（こ
の時の記念講義記録については，専修大学法学研究所所報48号に掲載されているのでご
参照いただきたい。）
　学生たちは，夏季休暇中にもかかわらず，2013年から初めて試みることにしたと
いう夏季ゼミナール講習（自由参加とのことであるが，ほとんどの学生が受講するとの
ことである）に参加するため，大学の寄宿舎に残っていた。たくさんの学生が私た
ちの講義に参加したわけではないが，それでもきわめて真面目な態度で参加してく
れた。
　南開大学法学院では，韓国の研究機関との共同研究が始まったばかりということ
で，私たちの「法の循環」についての研究構想は非常に有意義で，すぐにも連動し
て日中韓の共同研究に発展できると積極的な感触であった。ぜひとも早期に実現さ
せたいものである。
　予定された日程が終わって，南開大学主催のレセプションが開催された。
記念講義の受講風景
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　天津だけでなく，中国では，お客を歓迎する接待には伝統的なものがあり，必ず
といっていいほど夕食時には盛大な歓迎会が催されたものである。しかし，最近は
これまでのような「接待」は影をひそめつつあるようで，今回の滞在中も昔ながら
の方式ではなく，ごく普通の夕食会であった。そのようなことからか，中身よりも
有名な店での開催ということになっている。
　最後の夕食会は，中国特有の白酒での乾杯を交わしながら今後の交流の推進を誓
い合う非常に心地よい雰囲気のものであった。
　滞在期間の進行というものは本当に早く，予定した日程を消化できた安堵の翌朝
は帰国に向けてのスタートとなり，楊さん，劉さんの見送りを受けて，無事帰国の
途についた。
　専修大学と南開大学との間で学術交流協定が締結されたことで，積極的な交流を
通じての新たな研究開発をすべく，ますます充実したものとなっていくことを期待
するばかりである。私自身も専修大学の一員として，また南開大学客員教授として
もその任を果たすつもりである。
（文中の写真の一部は，南出教務部次長の協力による。）
